
　名張毒ぶどう酒事件の奥西勝さん（87歳）は事件発生
から52年間、袴田事件の袴田巖さん（77歳）は事件発生
から47年間、無実を訴え続け、裁判のやり直しを求めて
います。両氏は、死刑の恐怖と長い過酷な獄中生活のな
かで健康も心配されています。
　足利、布川、東電OL事件で再審無罪が確定する一方
で、死刑再審について裁判所、検察は頑なに再審開始を
阻もうとしています。ぜひ、多くのみなさんに名張、袴田
両死刑再審事件の真実を知っていただき、ご支援をお願
いします。

奥西勝さん・袴田巖さんを救え!!奥西勝さん・袴田巖さんを救え!!

日　時 2013年 12月８日(日）
 13:30～16:00 （13:00 開場）
会　場 日比谷コンベンションホール
 （日比谷図書館地下）

●記念講演
「死刑再審事件の現状と課題」
 大出良知（東京経済大学現代法学部教授）

●名張毒ブドウ事件弁護団報告

●冤罪袴田事件・朗読劇
　無実の死刑囚・袴田巖の手紙
 朗読 側見民雄、田中泰子

●サックス演奏　中川美保

主催：「なくせ冤罪! 名張、袴田事件の再審開始をめざす12・８集会」実行委員会／協賛：「冤罪File」
連絡先　〒113-8463 東京都文京区湯島２-４-４ 平和と労働センター５階　TEL：03-5842-5842

無実の人を死刑にするな

～協力券：500円～

※地図裏面

イベント内容

無実の死刑囚無実の死刑囚

12・８支援の集い12・８支援の集い
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■東京メトロ 丸の内線・日比谷線・千代田線
「霞ヶ関駅」C4・B2 出口より徒歩約 5分
■都営地下鉄　三田線「内幸町駅」A7 出口よ
り徒歩約 3分
■東京メトロ 千代田線・日比谷線「日比谷駅」
A14 出口より徒歩約 7分
■JR 新橋駅 日比谷口より 徒歩約 12 分

◎駐車場 当館に駐車場はございません。
※日比谷公園内の『日比谷駐車場』をご利用く
ださい。
8:00-19:00　30 分 200 円／ 19:00- 翌朝 8:00　30
分 150 円

■大出良知（刑事法学者、九州大学名誉教授、現在は東京経済大学現代法学部教授）
誤判・冤罪事件についての論文も数多く。研究者として、これま
で多くの冤罪事件の弁護活動に助言者として尽力。主な著作に
は、『刑事再審の研究』（成文堂・共編著）、『市民と司法の架け橋を
目指して』（日本評論社／共編著）、『新版刑事弁護』（共編著・現代
人文社）など。

■側見民雄（俳優）
北海道出身、劇団東演在団中「どん底」、「私は海峡を越えてし
まった」「桜の園」等、多数出演。東演退団後に「父と暮らせば」「人
間合格」等に出演。2012年に劇団『阿吽』を創立。第１回公演「空
の記憶」で主演を演じた。

■田中泰子（「すのーふぃーると」を主宰）
演出家・故竹内敏晴氏の主宰する竹内演劇教所卒業。吉村流地唄
舞　吉村輝章に師事し名取名・吉村ゆき野として国立劇場や能
楽堂の舞台を踏む。現在は、「すのーふぃーると」を主宰して、朗
読活動を続けている。

■中川美保（音楽家）
国立音楽大学卒業及び同大学院修了。パリに２度留学し、フラン
ス国立ロマン・ビル音楽院を１等賞を得て卒業。帰国後、ファー
ストアルバムを発表し、2002年にはマキシシングル「さとうき
び畑」をリリ－ス。ＮＨＫ・ＦＭへの出演など幅広く活動してい
る。

● 出演者のプロフィール ●

名張毒ぶどう酒事件とは

　1961年、三重県名張市葛尾の公民館で行われた
懇親会の席で出されたぶどう酒を飲んだ女性５名が
死亡、12名が重軽傷を負った事件。犯人とされた奥
西勝さん（当時35歳）は過酷な取調べを受け、虚偽の
自白をしましたが、その後一貫して無実を主張して
います。しかし１審の無罪を２審で逆転死刑とされ
てしまい、無実の死刑囚として裁判のやり直しを訴
え続けてきました。
　2005年４月５日、第７次の再審請求審で名古屋
高裁刑事第１部は、再審開始と死刑の執行停止を決
定しました。ところが、異議審で名古屋高裁刑事第２
部は、検察側の異議申立てを認めて再審開始の取消
しを決定。2013年10月16日、この決定を最高裁
判所第一小法廷が追認。これにより再審の道はまた
しても閉ざされる結果となりました。現在、弁護団は
第８次の再審請求を準備中。

袴田事件とは

　1966（昭和41）年、静岡県旧清水市で味噌会社専
務一家４人が殺された強盗殺人・放火事件が発生し、
袴田巖さんが逮捕されました。袴田さんは警察で長
時間の取調べで「嘘の自白」を強要されましたが、裁
判では一貫して無実を主張しました。事件から１年
２か月後に工場の味噌タンクから血染めの「５点の
衣類」が発見され、これが袴田さんの犯行着衣である
とされ、1980年に最高裁で死刑が確定しました。
　第２次再審請求審では、袴田巖さんが無実である
ことを示す多数の証拠が検察によって長年隠されて
いたことが判明。さらに、ＤＮＡ鑑定や証人尋問など
一連の事実調べの結果、袴田さんを有罪とする決定
的証拠とされた「５点の衣類」についても、袴田さん
が犯行時に着ていた衣類だとする確定判決の誤りが
明らかにされました。来春にも静岡地裁で決定が出
される予定です。

会場MAP


